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equitable and inclusive な経済成長――すべての人々に裨益し，すべての
人々，とりわけ貧困に苛まれ，社会から疎外された人々に経済的機会を享
受できるようにする成長――が不可欠であろう。(Forward by Ban Ki-moon,
Secretary-General of United Nations, United Nations, The Millennium Development
Goals Report 2011, p. 3.)
  はじめに
２０１０年１１月，欧州委員会は，Green Paper: “EU development policy in support
of inclusive growth and sustainable development – Increasing the impact of EU
development policy” を公表した。それは，EU 開発協力政策をテーマとするグ
リーン・ペーパーの第二弾であり，１９９６年１１月に欧州委員会が公表した
“Green Paper on relations between the European Union and the ACP countries on


























































２カ月間を協議期間 (period of consultation) に設定して，グリーン・ペーパーに
対するさまざまなリアクション（コメント）を求めるものであり，（３）その具
体的な課題は，グリーン・ペーパーをたたき台とする議論を通じて，①EU 開





















に陥り，EU は Lomé Fatigue に苛まれていった。その結果 EU は，Global Do-

































































































世紀に向けて：開発協力を通じた貢献」(Shaping the 21st Century: The Contri-













































（OECD 内部，世界銀行および IMF の暫定委員会および開発委員会，地域開発銀
行，G7並びに国連諸機関における議論等）に貢献することを目指している。
２０００年４月，コフィー・アナン国連事務総長は，We the Peoples: The Role of
the United Nations in the 21st Century と題する報告書を公表した。“We the











済協力開発機構 (OECD) 事務総長，ホルスト・ケーラー国際通貨基金 (IMF) 専
務理事，ジェームズ・ウォルフェンソン世界銀行グループ総裁は，連名で，A




















































































２００１年４月，OECD/DAC は，上級会合を開催し，Rising to the Global Chal-










基金・国連開発計画 (UNDP) とのパートナーシップに基づき，The DAC Guide-








Nations Conference on the Least Developed Counties) が開催された。それは，EU（欧
州委員会）がホストを務めるはじめての国連会議であった。会議は，ブリュッ









開催が予定されている Conference on Financing for Development は，開発のた
めの資金を調達するうえで重要な機会となる。（６）最貧開発途上国の開発にと
って ODA は，死活的な重要性をもっており，われわれは，最貧開発途上国に
対する ODA の対 GNP 比０．１５％―０．２０％という目標の早期実現に向けて努力
を惜しまない。（７）われわれは，援助効果の改善を図り，最貧開発途上国に対





２００１年９月，国連事務総長は，Follow-up to the outcome of the Millennium
EU とミレニアム開発目標
― ―１３





















に対する挑戦，（３）開発途上国自身による健全な政策 (sound national policy) に
よる，人間を中心に据えた開発政策の補完，（４）ODA，貿易，債務問題に関
して先進工業国が行った約束の履行，（５）最貧開発途上国４９カ国を対象とす


































tional Conference on Financing for Development) は，全７３パラグラフから構成され



















金融・貿易体制の coherence, governance, and consistency の強化が喫緊の課題で




通貨基金が coherence, coordination and cooperation の問題に取り組むよう求め
る。
２００２年９月，ヨハネスブルグで，持続可能な開発に関する世界サミット







実施計画 (Plan of Implementation) と政治宣言を採択して閉会したが，後者，すな























かっている」(Multilateralism is the future) として，（１）より効果的，民主的，か
つ責任のある (more effective, democratic and accountable) 国際的および多国間機関
の必要性を確認し，（２）持続可能な開発の目標と目的の達成に向けて，その進
捗状況を定期的に監視する旨を謳った。
２００３年２月，OECD/DAC は，ローマで High Level Forum on Harmonisation
を開催し，Rome Declaration on Harmonisation – 25 February 2003 を採択した。
それは，ミレニアム開発目標の達成に向けて，援助効果の改善，すなわち効果
的援助を推進しようとするものであり，OECD/DAC を中核とする Global Donor
Community 内部のみならず，Global Donor Community と Partner Country（被援


















に向けて，実践的かつ Action-oriented なロードマップとして Paris Declaration

















２００５年５月，コフィー・アナン国連事務総長は，In Larger Freedom: Towards
Development, Security and Human Rights for All と題する報告書（全２２２パラグラ
















た。それは，“The business of the summit to be held in September 2005 must be to































The Millennium Development Goals Report 2005 のまえがきにおいて，コフ





























































２００５年１２月，香港で開かれた第６回 WTO 閣僚会議は，Doha Work Pro-
gramme と題する閣僚宣言において，（１）２００６年には Doha Development
Agenda (DDA) を妥結させる。（２）Doha Work Programme における開発問題の
重要性を再確認し，＜開発関連＞貿易問題の解決に向け，具体的な方策を策定
する旨の決意を表明した。そのうえで同宣言は，Aid for Trade と題して，次の
ように謳った。――（１）Aid for Trade は，開発途上国，とりわけ最貧開発途
上国が，サプライサイドにおいて貿易能力を確立し，貿易関連インフラを整備
することを支援するものでなければならない。（２）Aid for Trade は，開発途上
国が WTO 多角的自由貿易体制の基本原則を遵守して，その恩恵を享受するう
えで，さらにはより一般的に貿易を拡大するうえで必要な措置である。（３）Aid
for Trade は，市場アクセスの拡大・強化を中心課題とする DDA に代替するも
のではない。しかしそれは，DDA を補完するという点において，大きな意味





























２００８年９月，High-Level Event on the Millennium Development Goals の閉会
に際して Ban Ki-moon 国連事務総長は，その成果を次のように総括した。――
（１）会議は大方の予想を裏切って大成功を収め，新たに１６０億ドル以上の拠出
が表明された。（２）われわれは，開発のためのグローバル・パートナーシップ
(global partnership for development) の強化に成功した。われわれはまた，ミレニア
ム開発目標の達成に向けた，南々協力という新たな息吹を見出した。（３）ミレ
ニアム開発目標を達成するためには，さらなる努力が不可欠である。（４）EU
が，ODA の対 GNI 比０．７％の達成に向けて新たなコミットメントを表明した
ことを歓迎する。（５）われわれは，貧困撲滅を目的とする Doha Development
Agenda の成功に向けてさらなる努力を傾注すべきである。
２００８年１１月－１２月，Follow-up International Conference on Financing for
EU とミレニアム開発目標
― ―２３
Development to Review the Implementation of the Monterrey Consensus が，ドー
ハで開催された。会議には１６０カ国以上の代表（うち４０カ国は首脳）が出席し
て，４日間にわたり繰り広げられ，最終日に Doha Declaration on Financing for
Development: outcome document of the Follow-up International Conference on
Financing for Development to Review the Implementation of the Monterrey Consen-
sus を採択して閉会した。同宣言の基本的問題意識は，以下のとおりであった。
















ment) を採択して閉会したが，Keeping the promise: united to achieve the Millen-
nium Development Goals と題するこの成果文書では，２０１５年までの目標の達成
に対して強い警鐘が鳴らされた。
The Millennium Development Goals Report 2011 は，＜Millennium＋１０＞サ
ミットを次のように総括した。――世界のリーダーは，MDGs を達成す








  EU と MDGs––Regional Alliance for Development
２００１年９月，国連事務総長が公表した Road map towards the implementation






プの推進」(Develop a global partnership for development) が掲げられた。それは，第


























MDGs の原型となった OECD/DAC の一連の動きは，国際開発協力におけるグ
ローバル・パートナーシップの推進――さまざまな行動主体を包摂する global
architecture for development の構築――を強く訴えるものであり，とりわけ２０００
年６月，国連／経済協力開発機構／国際通貨基金／世界銀行が連名で世界にア




ブレトン・ウッズ機構（IMF および世界銀行），さらには MDGs の先導者／イン
キュベーターを自負する OECD/DAC をコア・メンバーとして，MDGs 第８目


















と謳われた。つづく第５７パラグラフでは，Aid for Trade というタイトルのも
とに，＜われわれは，IMF や世界銀行等，さまざまな国際的討議の場において
Aid for Trade を議題とすることを歓迎する。Aid for Trade は，ドーハ開発アジ
ェンダの成果にとって代わりうるものではない。しかしそれは，ドーハ開発ア
ジェンダの成果を，有意義なかたちで補完するものとなりうる。われわれは，
WTO 事務局長に対して，（１）Aid for Trade イニシアティブの具体化に向けた










１９６１年１０月，OECD/DAG (Development Assistance Group) を発展的に解消して


























それではこうした EU の Regional Alliance for Development は，Global Donor
Community からはどのように認識されているのであろうか。OECD/DAC が






レニアム開発目標 (MDGs) に基づく貧困削減戦略が，EU 開発政策の中心課題
とされていることを評価する。
それから５年を経過――。OECD/DAC が，２００７年に行った Peer Review は，
EU 開発協力政策を次のように評価した１３）。――（１）EC と EU 加盟２７カ国
による ODA は，総計で DAC による ODA 全体の２分の１以上を占めている。








このような OECD/DAC に代表される Global Donor Community の評価――。
これに対して EU 自身はどのような自己評価を行っているのであろうか。その
ひとつの手掛かりとなるのが，欧州委員会が毎年の活動実績をまとめた年次報
告書１４）(Annual Report on the European Community’s Development and External Assistance







（２）EC と加盟国による ODA は総額で，世界 ODA 全体の約５５％を占めて

























































択から５年を経過――。EU は，２０１０年を達成年とする ODA 中期目標を策
定して，ミレニアム開発目標に対するコミットメントを強化する。（４）Euro-
pean Consensus on Development の採択により，欧州委員会・欧州議会・EU
加盟国は，開発政策に関する共通のビジョンを構築した。（５）EU 加盟国と








＜２００７年活動報告＞２００７年は，前年に謳われた “more, better and faster aid” と
いう約束の履行状況が検証された年であるとしたうえで，以下の諸点が強調
された。――（１）欧州委員会と EU 加盟国による援助総額は，世界 ODA
全体の６０％に達しており，その５分の１強は，欧州委員会の所管により行
われている。（２）Paris Declaration on Aid Effectiveness に準拠して欧州委員
会は，援助の実施状況の改善を試みた。
＜２００８年活動実績＞２００８年，EU は，開発協力をめぐる国際的フォーラムを
主導する行動主体 (driving force) として，効果的な援助の実施を目的とする
Accra Agenda の準備過程に深くコミットしたとしたうえで，以下の諸点が
強調された。――（１）民主的なガバナンスの構築は，EU 開発協力政策の




政策を推進した。（３）EU は，財政支援 (budgetary support) を通じた援助を強
化した（全コミットメントの３９％）。それは，開発途上国のオーナーシップを
強化し，より効果的かつ持続的な援助を可能とするものである。（４）EU は，
加盟国との協働，ひいては Global Donor Community との緊密な連携の下に，



















ング・ドナーとして，Global Donor Community において圧倒的に大きな存在
感を確立している。それはとりわけ，MDGs（ミレニアム開発目標）の達成に焦
点を絞るものであり，その軌跡は，以下のとおりである。
２０００年１１月，欧州委員会と EU 閣僚理事会は，The European Community’s
















２００１年４月，欧州委員会は Communication from the Commission to the Coun-
cil and the European Parliament on the 3rd United Nations Conference on












２００４年２月，欧州委員会は，Building our common Future: Policy challenges and
EU とミレニアム開発目標
― ―３３
Budgetary means of the Enlarged Union 2007-2013 と題するコミュニケーション
を発出した。それは，第５次拡大（１５カ国から２５カ国へ，最終的には２７カ国へ）
を目前に控えた EU が，共通政策の実効性強化に向けて，ひいては EU として
の付加価値（独自性）の実現に向けて，財政基盤／財政措置を抜本的に改革す
るよう訴えるものであった。とりわけ開発協力に関しては，Global Sustainable




























る。（３）EU は，ミレニアム開発目標の実現という観点から，PCD (Policy Coher-




長が明らかにした In Larger Freedom: Towards Development, Security and Human










２００５年５月，EU 閣僚理事会は，Millennium Development Goals: EU Contribu-










ODA の対 GNI 比０．５６％の達成を EU 全体としての新たな目標として設定す





て EU は，Paris Declaration on Aid Effectiveness の時宜にかなった実施および
モニタリングに全面的にコミットする。⑤EU は，ミレニアム開発目標の達成
に向けて，ドーハ開発アジェンダを全面的に推進する。また EU は，“Every-










２００５年１０月，欧州委員会は，EU Strategy for Africa: Towards a Euro-African




























２００５年１１月，ブリュッセルを拠点とする EU 主要機関，すなわち EU 閣僚
理事会，欧州委員会，そして欧州議会は The European Consensus on Development
と題する共同宣言を採択した１７）。それは，直接的には２０００年１１月に EU 閣僚





次のように宣言した (The European Vision of Development)。――（１）EU は，主
要国連会議および一連の首脳会議において合意された目的の達成に向け，それ
らを全面的に支援する決意である。（２）EU は，世界のすべての国々が，開発
に向けて責任を共有するという実効的多国間主義 (effective multilateralism) に全





実現に向けて，PCD (Policy Coherence for Development) という視点から，援助政
策と＜非援助政策＞との整合性の確保を図る１９）。
２００６年３月，欧州委員会は，Financing for Development and Aid Effectiveness-









評価）に基づき，（１）EU は，新たな目標として，①２０１０年までに ODA の対
GNI 比０．５６％，②２０１５年までに ODA の対 GNI 比０．７％（国連目標）を達成す
る。なお増加分 ODA の５０％は，アフリカ向け援助とする。（２）債務救済お
よび国際公共財 (International Public Goods) の構築に向けて，新たな資金源の確
保を図る旨を再確認した。そのうえで欧州委員会は，（３）IMF や世界銀行等
の国際金融機関における EU 加盟国間の公式／非公式な連携を改善・強化し，
EU の存在感 (visibility) を高める（国際金融機関を舞台とする連携の強化）。（４）Aid
for Trade イニシアティブの推進を謳った WTO 香港閣僚会議宣言に基づき，
Trade-Related Assistance (TRA) を強化し，貿易政策を貧困削減戦略に積極的に
組み入れる旨を強調した。
２００７年３月，EU 発足（ローマ条約調印）５０周年を記念して EU 加盟国の開
発協力担当相と開発協力担当／欧州委員会委員がボン近郊のペータースベルグ










構）における EU 加盟国間（＋欧州委員会）の調整が進み，EU の存在感 (visibil-
ity) および影響力が強化された旨が確認された。
２００７年５月，EU 閣僚理事会は，EU Code of Conduct on Complementarity and








ている High Level Forum on Aid Effectiveness III に対する EU の影響力行使を
念頭におくものでもあった。
２００７年１２月，EU とアフリカとの首脳会議がリスボンで開催され (Lisbon
Summit)，Lisbon Declaration–EU Africa Summit と The Africa-EU Strategic Partner-
ship–A Joint Africa-EU Strategy が採択された。まず前者においては，（１）旧来










現に向けて Africa-EU Partnership を構築し，あらゆるレベルにおける＜大陸
間＞対話・協力・共同行動のためのフォーラムとすることが確認された。
２００８年６月，EU 閣僚理事会は，The EU as a global partner for pro-poor and
pro-growth development: EU Agenda for Action on MDGs と題する決議を採択し
た。それは，２００８年９月に開催予定の UN High-Level Event on the Millennium











衡平なかたちで international burden-sharing を担うことを要請する。また EU
は，南々協力の重要性を認識する。
  むすびに
２０１０年，欧州委員会は，EU Contribution to the Millennium Development Goals:




州委員会委員長の序文 (“Turning Promises into Action”) に続いて，Andris Piebalgs
開発協力担当／欧州委員会委員２０）が，“We have made substantial progress in






けでは十分ではない。EU は，PCD (Policy Coherence for Development) の強化とい
う全体的な文脈において，貿易・農業・漁業政策を展開すべきである。
同様な問題意識は，２０１０年初頭，European Think-Tanks Group が公表した Next
Challenges, New Beginnings: Next Steps in European Development Cooperation に












２０１０年１１月，欧州委員会が，Green Paper: “EU development policy in support































３） Arts and Dickson eds. は，このような視点からの先駆的研究である。
４） 国連開発計画（２００５年），１－２ページ。




７） “Everything but Arms” イニシアティブの概要およびその成果については，Faber and
Orbie eds. が詳細な検討を試みている。
８） 詳細は，OECD/DAC (2006) Development Co-operation 2005 Report, pp. 49-69. 参照。
９） 人口超大国である両国の「経済発展」（新興国 emerging economy への移行）により現
象的には世界の絶対的貧困者数は大きく減少している。





１２） OECD/DAC (2002) Development Co-operation Review – European Community, pp. I−21.
１３） OECD/DAC (2007) Development Co-operation Review – European Community, pp. 12−13.
１４） タイトルおよび発行時期は，年により微妙に異なっている。
１５） これは EU が，旧植民地国（ACP 諸国）重視の地域連合政策 (Regional Association Pol-
icy) から訣別して，すべての開発途上国を対象とする Global Development Policy へと移行
したことを示している。
１６） これが Aid for Trade Initiative の基本的な発想である。
１７） 詳細は，大隈宏（２０１０年）を参照。
１８） これは，アメリカの単独行動主義 (unilateralism) に対する EU の強い反発を示すもので
ある。
１９） 詳細は，大隈宏（２０１１年）を参照。
２０） これまでの慣例とは大きく異なり，彼は，第５次拡大により EU に加盟したバルト３
国の小国ラトヴィアの出身である。
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Goals and targets Indicators
Goal 1. Eradicate extreme poverty and hunger
Target 1. Halve, between 1990 and 2015, the
proportion of people whose income
is less than one dollar a day
Target 2. Halve, between 1990 and 2015, the
proportion of people who suffer
from hunger
１． Proportion of population below $1 per day
２． Poverty gap ratio (incidence x depth of
poverty)
３． Share of poorest quintile in national
consumption
４． Prevalence of underweight children (under
five years of age)
５． Proportion of population below minimum
level of dietary energy consumption
Goal 2. Achieve universal primary education
Target 3. Ensure that, by 2015, children
everywhere, boys and girls alike,
will be able to complete a full
course of primary schooling
６． Net enrolment ratio in primary education
７． Proportion of pupils starting grade 1 who
reach grade 5
８． Literacy rate of 15-24-year-olds
Goal 3. Promote gender equality and empower women
Target 4. Eliminate gender disparity in
primary and secondary education,
preferably by 2005, and to all levels
of education no later than 2015
９． Ratio of girls to boys in primary, secon-
dary and tertiary education
１０．Ratio of literate females to males of 15-to-
24-year-olds
１１．Share of women in wage employment in
the non-agricultural sector
１２．Proportion of seats held by women in
national parliament
Goal 4. Reduce child mortality
Target 5. Reduce by two thirds, between 1990




１５．Proportion of 1-year-old children
immunized against measles
Goal 5. Improve maternal health
Target 6. Reduce by three quarters, between
1990 and 2015, the maternal
mortality ratio
１６．Maternal mortality ratio




Goals and targets Indicators
Goal 6. Combat HIV/AIDS, malaria and other diseases
Target 7. Have halted by 2015 and begun to
reverse the spread of HIV/AIDS
Target 8. Have halted by 2015 and begun to
reverse the incidence of malaria




２０．Number of children orphaned by HIV/
AIDS
２１．Prevalence and death rates associated
with malaria
２２．Proportion of population in malaria risk
areas using effective malaria prevention
and treatment measures
２３．Prevalence and death rates associated
with tuberculosis
２４．Proportion of tuberculosis cases detected
and cured under directly observed
treatment short course
Goal 7. Ensure environmental sustainabilitya
Target 9. Integrate the principles of
sustainable development into
country policies and programmes
and reverse the loss of
environmental resources
Target 10. Halve by 2015 the proportion of
people without sustainable access
to safe drinking water
Target 11. By 2020 to have achieved a
significant improvement in the
lives of at least100 million slum
dwellers
２５．Proportion of land area covered by forest
２６．Land area protected to maintain
biological diversity
２７．GDP per unit of energy use (as proxy for
energy efficiency)
２８．Carbon dioxide emissions (per capita)
[Plus two figures of global atmospheric
pollution: ozone depletion and the
accumulation of global warming gases]
２９．Proportion of population with sustainable
access to an improved water source
３０．Proportion of people with access to
improved sanitation
３１．Proportion of people with access to
secure tenure
{Urban/rural dis aggregation of several
of the above indicators may be relevant




Goals and targets Indicators
Goal 8. Develop a global partnership for developmenta




Includes a commitment to good
governance, development, and
poverty reduction – both nation
ally and internationally
Target 13. Address the special needs of the
least developed countries
Includes: tariff and quota free
access for least developed
countries’ exports; enhanced
programme of debt relief for
HIPCs and cancellation of official
bilateral debt; and more generous
ODA for countries committed to
poverty reduction
Target 14. Address the special needs of
landlocked countries and small
island developing States
(through the Programme of Action
for the Sustainable Development
of Small Island Developing States
and the outcome of the twenty-
second special session of the
General Assembly)
Target 15. Deal comprehensively with the
debt problems of developing
countries through national and
international measures in order to
make debt sustainable in the long
term
[Some of the indicators listed below will be
monitored separately for the least developed
countries (LDCs), Africa, landlocked
countries and small island developing
States]
Official development assistance
３２．Net ODA as percentage of OECD/DAC
donors’ gross national product (targets of
0.7% in total and 0.15% for LDCs)
３３．Proportion of ODA to basic social
services (basic education, primary health
care, nutrition, safe water and sanitation)
３４．Proportion of ODA that is untied
３５．Proportion of ODA for environment in
small island developing States
３６．Proportion of ODA for transport sector in
landlocked countries
Market access
３７．Proportion of exports (by value and
excluding arms) admitted free of duties
and quotas
３８．Average tariffs and quotas on agricultural
products and textiles and clothing
３９．Domestic and export agricultural
subsidies in OECD countries
４０．Proportion of ODA provided to help
build trade capacity
Debt sustainability
４１．Proportion of official bilateral HIPC debt
cancelled




Goals and targets Indicators
Target 16. In cooperation with developing
countries, develop and implement
strategies for decent and
productive work for youth
Target 17. In cooperation with pharmaceutical
companies, provide access to
affordable essential drugs in
developing countries
Target 18. In cooperation with the private
sector, make available the benefits
of new technologies, especially
information and communications
４３．Proportion of ODA provided as debt
relief
４４．Number of countries reaching HIPC
decision and completion points
４５．Unemployment rate of 15-to-24-year-olds
４６．Proportion of population with access to
affordable essential drugs on a
sustainable basis
４７．Telephone lines per 1,000 people
４８．Personal computers per 1,000 people
[Other indicators to be decided]
a The selection of indicators for goals 7 and 8 is subject to further refinement.
Sourse : United Nations General Assembly (2001b) Road map towards the implementation of the United Nations
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